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※調査書は、原則生徒指導要録の様式に合わせて作成する。調査書中の「３年」「第３学年」について、

義務教育学校においては「９年」「第９学年」と読み替える。 

                       

 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和８年度岐阜県立特別支援学校高等部入学者選考 

「調査書」記入上の確認事項 
【調査書Ａ作成要領】 

◎本確認事項は、「令和８年度岐阜県立特別支援

学校入学者選考要項」を補説するものであり、

同要項と併せて参照し記入すること。 

「氏名」は、

入学願書の表

記と一致させ

る。 

「卒業見込」「卒業」及び「平成」「令

和」は、該当する方を○で囲み、生

徒の卒業見込年月日又は、卒業年月

日を記入する。 

 

「Ⅰ観点別学

習状況」には、

A及びCのみ

を記入し、B

は記入せず、

空欄とする。 

Ⅱ欄については、

Ⅰ欄の○の有無

に関わらず、主な

事実及び取組状

況について記入

する。 

「７ 障がいの状況」は、 

・学校教育法施行令第２２条の３に規定されている区分を記入する。 

・疾病等の診断名を記入する（保護者が了解していること）。 

・身体障害者手帳又は療育手帳の所有状況（等級を含む）を記入する。 

卒業見込の生徒

は、令和８年１月

３０日と記入す

る。過年度卒業の

出願者について

は、１月３０日か

ら出願日までの

うち、いずれかの

期日を記入する。 

過年度卒業 (令和

３～令和６年度 )

の出願者について

は、各学校（現中

学校・義務教育学

校・特別支援学校）

の判断において、

記載責任者氏名を

記入する。 

「Ⅱ評定」に

ついて、各学

年の在籍学級

（通常の学

級、特別支援

学級等）が異

なる場合は、

生徒指導要録

に基づいて記

入し、「６指導

上参考となる

事項」に状況

を補足する。 
 

諸事情によ

り、どうして

も評定不能の

場合は、該当

欄に斜線を入

れ、「６指導上

参考となる事

項」に理由を

記入する。   

過年度卒業

（令和３「～

令和６年度）

の出願者につ

いては、生徒

指導要録の各

学年の評定を

記入する。 

＊必要に応じて補助簿を付けることとするが、事前に出願先学校とよく相談をすること。 

「３年時在籍学級」は、中学校・義務教育学校にあっては「通常の学

級」または「特別支援学級」の別を記し、「特別支援学級」の場合は（ ）

内に、その学級の種類を記入する。特別支援学校にあっては、「通常」、

「重複」または「訪問」の別を記入し、（ ）内は空欄とする。 

実施していない場合は

斜線を入れる。 

記入内容がないときは、 

「特記事項なし」と記入する。 

記入内容がないときは、 

「特記事項なし」と記入する。 

「受検番号」は、

受検先学校が記

入するため、何も

記入しない。 
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